令和６年度　第１学年　現代の国語　授業プリント（ワークシート２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年　　　　　　番氏名
話す・聞く１　【合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)ための話し合い (はなしあい)（練習 (れんしゅう)）】
「場面 (ばめん)設定 (せってい)（目的 (もくてき)設定 (せってい)）」　
近年 (きんねん)、誰 (だれ)かと何 (なに)かを決める (きめる)際 (さい)、合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)力 (ちから)は非常 (ひじょう)に重要 (じゅうよう)になっています。あなた自身 (じしん)も、合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)力 (ちから)を育む (はぐくむ)ために、お互い (おたがい)が納得 (なっとく)し合える (しあえる)よう、建設的 (けんせつてき)な話し合い (はなしあい)に挑戦 (ちょうせん)してみましょう！話し合う (はなしあう)際 (さい)のポイント (ぽいんと)は、「合意 (ごうい)形成 (けいせい)できるようにグループ全体 (ぜんたい)に貢献 (こうけん)すること」です！
「話し合い (はなしあい)の流れ (ながれ)」
・話し合い (はなしあい)の時間 (じかん)は二十分 (ふん)。話し合い (はなしあい)後 (ご)に、合意 (ごうい)形成 (けいせい)ができていたかどうか、話し合い (はなしあい)の流れ (ながれ)をグループで振り返る (ふりかえる)時間 (じかん)は十五分 (ふん)。その内容 (ないよう)をグループの代表者 (だいひょうしゃ)一名 (めい)が全体 (ぜんたい)発表 (はっぴょう)する。発表 (はっぴょう)する時間 (じかん)は一分 (ぷん)程度 (ていど)。
・話し合う (はなしあう)メンバー (めんばー)は初対面 (しょたいめん)同士 (どうし)という設定 (せってい)。
・発言 (はつげん)内容 (ないよう)と日頃 (ひごろ)の人間 (にんげん)関係 (かんけい)は切り離して (きりはなして)話し合い (はなしあい)に臨む (のぞむ)こと。
・特 (とく)に、自己 (じこ)紹介 (しょうかい)等 (とう)はせず、話し合い (はなしあい)の本題 (ほんだい)に入る (はいる)こと。司会 (しかい)や記録 (きろく)などの役割 (やくわり)は特 (とく)に定めない (さだめない)。
・結論 (けつろん)に辿り着いて (たどりついて)も着かなく (つかなく)ても構わない (かまわない)。発表 (はっぴょう)は、それまで話し合った (はなしあった)内容 (ないよう)までを発表 (はっぴょう)する。
話し合い (はなしあい)のテーマ
「○○○マン（悪役 (あくやく)キャラアクター）が○○○マン（正義役 (せいぎやく)キャラクター）に勝つ (かつ)ためには何 (なに)が必要 (ひつよう)か？」グループ (ぐるーぷ)で話し合い (はなしあい)、「何 (なに)が必要 (ひつよう)か」について、一つ提案 (ていあん)しなさい。ただし、作品性 (さくひんせい)を壊す (こわす)ことがないようにすること。
あなたの考え (かんがえ)


どうしてそれが必要 (ひつよう)なのか（理由 (りゆう)）


話し合いメモ










話す・聞く２　【合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)話し合い (はなしあい)ができていたか、話し合い (はなしあい)について振り返って (ふりかえって)検証 (けんしょう)しよう】
「結論 (けつろん)に至る (いたる)までの話し合い (はなしあい)の流れ (ながれ)をグループ (ぐるーぷ)で振り返って (ふりかえって)みよう！」
①　話し合い (はなしあい)の目的 (もくてき)について確認 (かくにん)した
（例「作品性を壊すことがないようにっていう条件だよね？」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
②　話し合い (はなしあい)の進め方 (すすめかた)について確認 (かくにん)した
（例「どうする？　まず、それぞれが考える (かんがえる)時間 (じかん)を取って (とって)から、意見 (いけん)を言い合って (いいあって)いく？」）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓










「合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)ために工夫 (くふう)した点 (てん)などをグループでできるだけたくさん挙げよう (あげよう)！」
　（どういう発言 (はつげん)があって合意 (ごうい)形成 (けいせい)になったのか？結論 (けつろん)に向かう (むかう)までにどのような工夫 (くふう)や協力 (きょうりょく)
があったのか？など）


主１　【公開 (こうかい)話し合い (はなしあい)に向けて (むけて)、自ら (みずから)の改善点 (かいぜんてん)を考えよう (かんがえよう)（個人 (こじん)･ (・)振り返り (ふりかえり)）】
１「合意 (ごうい)形成 (けいせい)に向けて (むけて)話し合い (はなしあい)の内容 (ないよう)を調整 (ちょうせい)する発言 (はつげん)ができたかどうか」
できた　　　できなかった
→　どんな発言 (はつげん)をしたか（できなかった場合 (ばあい)は次 (つぎ)どう発言 (はつげん)すれば良い (よい)か）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　「グループ全体 (ぜんたい)の納得 (なっとく)度 (ど)を高める (たかめる)ための発言 (はつげん)ができたかどうか」
できた　　　できなかった
→　どんな発言 (はつげん)をしたか（できなかった場合 (ばあい)は次 (つぎ)どう発言 (はつげん)すれば良い (よい)か）


３　「合意 (ごうい)形成 (けいせい)を図る (はかる)ための話し方 (はなしかた)」について、一緒 (いっしょ)に話し合った (はなしあった)グループのメンバー (めんばー)の中 (なか)で、「こ
の発言 (はつげん)良い (いい)な（話し合い (はなしあい)に貢献 (こうけん)しているな・参考 (さんこう)になるな）」と感じた (かんじた)発言 (はつげん)を教えて (おしえて)ください。
　　　　　　　　　　　　さん　　･　　発言 (はつげん)内容 (ないよう)
→　その理由 (りゆう)

４　「公開 (こうかい)話し合い (はなしあい)に向けて (むけて)の自分 (じぶん)の改善点 (かいぜんてん)（できるようにしたい　より良く (よく)したいことなど）」
　
→　その理由 (りゆう)　や　改善点 (かいぜんてん)達成 (たっせい)に向けて (むけて)具体的 (ぐたいてき)にどのように取り組む (とりくむ)か
